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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左眼用映像と右眼用映像とを時分割して表示するイメージ表示部と；
　第１電極セット及び第２電極セットを備えて、前記イメージ表示部から提供される前記
左眼用映像及び前記右眼用映像を、各々使用者の左眼方向と右眼方向とに時分割して分離
するパララックスバリアと；
を含む、立体映像表示装置の駆動方法において：
　前記パララックスバリアは、
　　前記第１電極セットと前記第２電極セットとが配置される第１基板と；
　　前記第１基板に対して対向配置される第２基板と；
　　前記第２基板上に形成される共通電極と；
　　前記第１基板と前記第２基板との間に配置される液晶層と；
　を含み、
　前記第１電極セットは、
　　複数の第１電極と；
　　前記複数の第１電極を電気的に連結する第１連結電極と；
　　前記第１連結電極に連結される第１端子電極と；
　　前記第１端子電極に連結されて外部から電圧の印加を受ける第１連結端子と；
　を含み、
　前記第２電極セットは、



(2) JP 4949755 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

　　複数の第２電極と；
　　前記複数の第２電極を電気的に連結する第２連結電極と；
　　前記第２連結電極に連結されて外部から電圧の印加を受ける第２連結端子と；
　を含み、
　前記イメージ表示部は、第１期間の間、前記左眼用映像及び前記右眼用映像が所定のパ
ターンに形成される第１映像を表示し、第２期間の間、前記左眼用映像及び前記右眼用映
像のパターンが前記第１映像の前記左眼用映像及び前記右眼用映像のパターンと逆に形成
される第２映像を表示し、
　前記第１期間の間には、前記第１連結端子に第１液晶駆動電圧を印加し、
　前記第２期間の間には、前記第２連結端子に第２液晶駆動電圧を印加し、
　前記第１液晶駆動電圧は、前記第２液晶駆動電圧とは異なる値を有することを特徴とす
る、立体映像表示装置の駆動方法。
【請求項２】
　前記第１液晶駆動電圧は、前記第２液晶駆動電圧より大きい値を有することを特徴とす
る、請求項１に記載の立体映像表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　前記第１液晶駆動電圧は、前記第２液晶駆動電圧の１.５倍～２倍の大きさを有するこ
とを特徴とする、請求項２に記載の立体映像表示装置の駆動方法。
【請求項４】
　前記イメージ表示部は、
　前記第１電極及び前記第２電極にそれぞれ対応するように、第１ピクセル列と第２ピク
セル列とを交互に反復形成し、
　前記第１期間の間、前記第１ピクセル列に前記左眼用映像を表示し、前記第２ピクセル
列に前記右眼用映像を表示し、
　前記第２期間の間、前記第１ピクセル列に前記右眼用映像を表示し、前記第２ピクセル
列に前記左眼用映像を表示することを特徴とする、請求項１に記載の立体映像表示装置の
駆動方法。
【請求項５】
　ポートレート型の第１モードと、ランドスケープ型の第２モードとを変更可能であり、
　左眼用映像と右眼用映像とを時分割して表示するイメージ表示部と；
　第１電極セット及び第２電極セットと、前記第１電極セット及び第２電極セットに対し
て垂直な方向に沿って配置される第３電極セット及び第４電極セットとを備えて、前記イ
メージ表示部から提供される前記左眼用映像及び前記右眼用映像を、各々使用者の左眼方
向と右眼方向とに分離するパララックスバリアと；
を含む時分割方式の立体映像表示装置の駆動方法において：
　前記パララックスバリアは、
　　前記第１電極セットと前記第２電極セットとが配置される第１基板と；
　　前記第１基板に対して対向配置され、前記第３電極セットと前記第４電極セットとが
配置される第２基板と；
　　前記第１基板と前記第２基板との間に配置される液晶層と；
を含み、
　前記第１電極セットは、
　　複数の第１電極と；
　　前記複数の第１電極を電気的に連結する第１連結電極と；
　　前記第１連結電極に連結される第１端子電極と；
　　前記第１端子電極に連結されて外部から電圧の印加を受ける第１連結端子と；
　を含み、
　前記第２電極セットは、
　　複数の第２電極と；
　　前記複数の第２電極を電気的に連結する第２連結電極と；
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　　前記第２連結電極に連結されて外部から電圧の印加を受ける第２連結端子と；
　を含み、
　前記第３電極セットは、
　　複数の第３電極と；
　　前記複数の第３電極を電気的に連結する第３連結電極と；
　　前記第３連結電極に連結されて外部から電圧の印加を受ける第３連結端子と；
　を含み、
　前記第４電極セットは、
　　複数の第４電極と；
　　前記複数の第４電極を電気的に連結する第４連結電極と；
　　前記第４連結電極に連結される第４端子電極と；
　　前記第４端子電極に連結されて外部から電圧の印加を受ける第４連結端子と；
　を含み、
　前記イメージ表示部は、前記第１モードで、第１期間には、前記左眼用映像及び前記右
眼用映像が所定のパターンに形成される第１映像を表示し、第２期間には、前記左眼用映
像及び前記右眼用映像のパターンが前記第１映像の前記左眼用映像及び前記右眼用映像の
パターンと逆に形成される第２映像を表示し、前記第２モードで、前記第１期間には、前
記左眼用映像及び前記右眼用映像が所定のパターンに形成される第３映像を表示し、前記
第２期間には、前記左眼用映像及び前記右眼用映像のパターンが前記第３映像の前記左眼
用映像及び前記右眼用映像のパターンと逆に形成される第４映像を表示し、
　前記第１モードで、
　前記第１期間の間には、前記第１連結端子に第１液晶駆動電圧を印加し、
　前記第２期間の間には、前記第２連結端子に第２液晶駆動電圧を印加し、
　前記第２モードで、
　前記第１期間の間には、前記第３連結端子に第３液晶駆動電圧を印加し、
　前記第２期間の間には、前記第４連結端子に第４液晶駆動電圧を印加し、
　前記第１液晶駆動電圧は前記第２液晶駆動電圧とは異なる値を有し、
　前記第４液晶駆動電圧は前記第３液晶駆動電圧とは異なる値を有することを特徴とする
、立体映像表示装置の駆動方法。
【請求項６】
　前記第１液晶駆動電圧は、前記第２液晶駆動電圧より大きい値を有し、
　前記第４液晶駆動電圧は、前記第３液晶駆動電圧より大きい値を有することを特徴とす
る、請求項５に記載の立体映像表示装置の駆動方法。
【請求項７】
　前記第１液晶駆動電圧は、前記第２液晶駆動電圧の１.５倍～２倍の大きさを有し、
　前記第４液晶駆動電圧は、前記第３液晶駆動電圧の１.５倍～２倍の大きさを有するこ
とを特徴とする、請求項６に記載の立体映像表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記イメージ表示部は、
　前記第１モードで、
　前記第１電極及び前記第２電極にそれぞれ対応するように、第１ピクセル列と第２ピク
セル列とを交互に反復形成し、
　前記第１期間の間、前記第１ピクセル列に前記左眼用映像を表示し、前記第２ピクセル
列に前記右眼用映像を表示し、
　前記第２期間の間、前記第１ピクセル列に前記右眼用映像を表示し、前記第２ピクセル
列に前記左眼用映像を表示し、
　前記第２モードで、
　前記第３電極と前記第４電極とのそれぞれに対応するように、第１ピクセル行と第２ピ
クセル行とを交互に反復形成し、
　前記第１期間の間、前記第１ピクセル行に前記左眼用映像を表示し、前記第２ピクセル
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行に前記右眼用映像を表示し、
　前記第２期間の間、前記第１ピクセル行に前記右眼用映像を表示し、前記第２ピクセル
行に前記左眼用映像を表示することを特徴とする、請求項５に記載の立体映像表示装置の
駆動方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、立体映像表示装置の駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　立体映像表示装置は、使用者の左眼と右眼とに互いに異なるイメージを提供して、使用
者が見る映像に距離感と立体感とを感じるようにする装置であり、ステレオスコープ方式
とオートステレオスコープ方式との立体映像表示装置に分けられる。しかし、最近は、使
用者が、偏光眼鏡のような装備を着用せずに立体映像を視聴できる、オートステレオスコ
ープ方式の立体映像表示装置が、活発に開発されている。
【０００３】
　通常のオートステレオスコープ方式の立体映像表示装置は、イメージ表示部の前面にパ
ララックスバリア、レンチキュラーレンズ（lenticular　lens）またはマイクロレンズア
レイ（microlens　array）などを備えて、イメージ表示部で具現されたイメージを空間分
割する方式を採択している。
【０００４】
　特に、パララックスバリアが、透過型液晶表示素子に製作される場合、２次元モードと
３次元モードとへの変換が可能であって、ノートパソコンやモバイル電話などに容易に適
用できる。
【０００５】
　通常のパララックスバリアは、イメージ表示部の一方向に沿って延長形成された帯形状
の光遮断部と光透過部とから成る。
【０００６】
　パララックスバリアは、イメージ表示部でサブピクセル別またはピクセル別に分離され
て具現された左眼用映像及び右眼用映像を、選択的に使用者の左眼方向と右眼方向とに分
離させる。
【０００７】
　このようなパララックスバリア方式の立体映像表示装置は、一般的に、イメージ表示部
のピクセルに入力される左右映像信号に応じて左右眼映像を表示し、左眼用映像と右眼用
映像とをパララックスバリアを利用して空間的に分離する。
【０００８】
　しかし、上記立体映像表示装置では、左眼映像と右眼映像とが空間的に分割されて、使
用者の両眼に提供されるため、従来の２次元で具現される映像の解像度に比べて解像度が
半分に劣るという問題があった。
【０００９】
　上記問題を解決するために、時分割駆動方式の立体映像表示装置が開発された。時分割
方式の立体映像表示装置は、イメージ表示部で、左眼用映像及び右眼用映像のパターンを
、一定の時間間隔をおいて互いに変えて表示し、これに対応して、パララックスバリアの
光遮断部及び光透過部のパターンを、交互に形成する。かかる構成により、分割方式の立
体映像表示装置は、時間間隔をおいて互いに反対のパターンで形成される左右眼用映像を
、交互に使用者の左眼と右眼とに提供する。
【００１０】
　したがって、時分割方式の立体映像表示装置は、２次元の映像と同一な解像度を維持す
る立体映像を、提供できる。
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【００１１】
　このような時分割方式の立体映像表示装置において、パララックスバリアは、液晶表示
素子で構成できる。また、液晶表示素子は、帯形状を有する第１電極と第２電極とが、交
互に反復配置される電極形状を有する。
【００１２】
　また、時分割駆動時、イメージ表示部では、第１期間の間、所定のパターンを有する左
眼用イメージと右眼用イメージとが形成された、第１映像を表示し、第２期間の間、所定
のパターンを有する左眼用イメージと右眼用イメージとが、上記第１映像とは逆に形成さ
れた第２映像を表示する。
【００１３】
　したがって、パララックスバリアを構成する液晶表示素子は、イメージ表示部に形成さ
れる左眼用イメージと右眼用イメージとに対応する形状の、第１電極と第２電極とを備え
、イメージ表示部の駆動に対応して、第１電極と第２電極とに交互に駆動電圧が印加され
る。
【００１４】
　また、立体映像表示装置の時分割駆動時、使用者が、第１期間と第２期間との間に同一
な輝度を有する映像を、鑑賞するためには、第１電極と第２電極とに同一な電圧が印加さ
れて、各電極が位置する部位で、互いに同一な光透過度を維持しなければならない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　しかし、上記従来の時分割方式の立体映像表示装置によれば、液晶表示素子で構成され
るパララックスバリアの電極構造による経路の差により、各電極に互いに異なる大きさの
電圧降下が起こるため、第１電極と第２電極とに同一な電圧を印加することができず、各
電極が形成される部位で、実質的に同一な光透過度を維持し難いという問題点がある。
【００１６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、立体映像表示装置の駆動時、各電極に対応する部位で同一な光透過度を維持すること
が可能な、新規かつ改良された立体映像表示装置の駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、左眼用映像と右眼用映像とを
時分割して表示するイメージ表示部と、第１電極セット及び第２電極セットを備えて、イ
メージ表示部から提供される左眼用映像及び右眼用映像を、各々使用者の左眼方向と右眼
方向とに時分割して分離するパララックスバリアと、を含む、立体映像表示装置の駆動方
法において、第１期間の間には、第１電極セットに第１液晶駆動電圧を印加し、第２期間
の間には、第２電極セットに第１液晶駆動電圧と異なる大きさを有する第２液晶駆動電圧
を印加することを特徴とする立体映像表示装置の駆動方法が提供される。
【００１８】
　また、パララックスバリアは、第１電極セットと第２電極セットとが配置される第１基
板と、第１基板に対して対向配置される第２基板と、第２基板上に形成される共通電極と
、第１基板と第２基板との間に配置される液晶層と、を含み、第１電極セットは、複数の
第１電極と、複数の第１電極を電気的に連結する第１連結電極と、第１連結電極の少なく
とも一部に連結される第１端子電極と、第１端子電極に連結されて外部から電圧の印加を
受ける第１連結端子と、を含み、第２電極セットは、複数の第２電極と、複数の第２電極
を電気的に連結する第２連結電極と、第２連結電極に連結されて外部から電圧の印加を受
ける第２連結端子と、を含み、第１連結端子に第１液晶駆動電圧を印加し、第２連結端子
に第２液晶駆動電圧を印加し、第１液晶駆動電圧は第２液晶駆動電圧より大きい値を有す
るとしてもよい。
【００１９】
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　また、第１液晶駆動電圧は、第２液晶駆動電圧の１.５倍～２倍の大きさを有するとし
てもよい。
【００２０】
　また、イメージ表示部は、第１期間の間、左眼用映像及び右眼用映像が、所定のパター
ンに形成される第１映像を表示し、第２期間の間、左眼用映像及び右眼用映像のパターン
が、第１映像の左眼用映像及び右眼用映像のパターンと逆に形成される第２映像を表示し
てもよい。
【００２１】
　また、イメージ表示部は、第１電極と第２電極とのそれぞれに対応するように、第１ピ
クセル列と第２ピクセル列とを交互に反復形成し、第１期間の間、第１ピクセル列に左眼
用映像を表示し、第２ピクセル列に右眼用映像を表示し、第２期間の間、第１ピクセル列
に右眼用映像を表示し、第２ピクセル列に左眼用映像を表示してもよい。
【００２２】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、ポートレート型の第１
モードまたはランドスケープ型の第２モードに変換が可能であり、左眼用映像と右眼用映
像とを時分割して表示するイメージ表示部と、第１電極セット及び第２電極セットと、第
１と第２電極セットとに対して垂直な方向に沿って配置される第３電極セット及び第４電
極セットとを備えて、イメージ表示部から提供される左眼用映像及び右眼用映像を、各々
使用者の左眼方向と右眼方向とに分離するパララックスバリアと、を含む時分割方式の立
体映像表示装置の駆動方法において、第１モードで、第１期間の間には、第１電極セット
に第１液晶駆動電圧を印加し、第２期間の間には、第２電極セットに第１液晶駆動電圧と
異なる大きさを有する第２液晶駆動電圧を印加し、第２モードで、第１期間の間には、第
３電極セットに第３液晶駆動電圧を印加し、第２期間の間には、第４電極セットに第３液
晶駆動電圧と異なる大きさを有する第４液晶駆動電圧を印加することを特徴とする、立体
映像表示装置の駆動方法が提供される。
【００２３】
　また、パララックスバリアは、第１電極セットと第２電極セットとが配置される第１基
板と、第１基板に対して対向配置され、第３電極セットと第４電極セットとが配置される
第２基板と、第１基板と第２基板との間に配置される液晶層と、を含み、第１電極セット
は、複数の第１電極と、複数の第１電極を電気的に連結する第１連結電極と、第１連結電
極の少なくとも一部に連結される第１端子電極と、第１端子電極に連結されて外部から電
圧の印加を受ける第１連結端子と、を含み、第２電極セットは、複数の第２電極と、複数
の第２電極を電気的に連結する第２連結電極と、第２連結電極に連結されて外部から電圧
の印加を受ける第２連結端子と、を含み、第３電極セットは、複数の第３電極と、複数の
第３電極を電気的に連結する第３連結電極と、第３連結電極に連結されて外部から電圧の
印加を受ける第３連結端子と、を含み、第４電極セットは、複数の第４電極と、複数の第
４電極を電気的に連結する第４連結電極と、第４連結電極の少なくとも一側に連結される
第４端子電極と、第４端子電極に連結されて外部から電圧の印加を受ける第４連結端子と
、を含み、第１連結端子に第１液晶駆動電圧を印加し、第２連結端子に第２液晶駆動電圧
を印加し、第３連結端子に第３液晶駆動電圧を印加し、第４連結端子に第４液晶駆動電圧
を印加し、第１液晶駆動電圧は第２液晶駆動電圧より大きい値を有し、第４液晶駆動電圧
は第３液晶駆動電圧より大きい値を有するとしてもよい。
【００２４】
　また、第１液晶駆動電圧は、第２液晶駆動電圧の１.５倍～２倍の大きさを有し、第４
液晶駆動電圧は、第３液晶駆動電圧の１.５倍～２倍の大きさを有するとしてもよい。
【００２５】
　また、イメージ表示部は、第１モードで、第１期間には、左眼用映像及び右眼用映像が
、所定のパターンに形成される第１映像を表示し、第２期間には、左眼用映像及び右眼用
映像のパターンが、第１映像の左眼用映像及び右眼用映像のパターンと逆に形成される第
２映像を表示し、第２モードで、第１期間には、左眼用映像及び右眼用映像が、所定のパ
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ターンに形成される第３映像を表示し、第２期間には、左眼用映像及び右眼用映像のパタ
ーンが、第３映像の左眼用映像及び右眼用映像のパターンと逆に形成される第４映像を表
示してもよい。
【００２６】
　また、イメージ表示部は、第１モードで、第１電極と第２電極とのそれぞれに対応する
ように、第１ピクセル列と第２ピクセル列とを交互に反復形成し、第１期間の間、第１ピ
クセル列に左眼用映像を表示し、第２ピクセル列に右眼用映像を表示し、第２期間の間、
第１ピクセル列に右眼用映像を表示し、第２ピクセル列に左眼用映像を表示し、第２モー
ドで、第３電極と第４電極とのそれぞれに対応するように、第１ピクセル行と第２ピクセ
ル行とを交互に反復形成し、第１期間の間、第１ピクセル行に左眼用映像を表示し、第２
ピクセル行に右眼用映像を表示し、第２期間の間、第１ピクセル行に右眼用映像を表示し
、第２ピクセル行に左眼用映像を表示してもよい。
【００２７】
　かかる構成により、各電極に起こる異なる大きさの電圧降下に対応した、電圧を印加す
ることで、第１、第２電極に対応する部位または、第３、第４電極に対応する部位で、実
質的に同一な光透過度を維持することができる。
【発明の効果】
【００２８】
　以上説明したように、本発明による立体映像表示装置の駆動方法によれば、立体映像表
示装置の駆動時、各電極に対応する部位で同一な光透過度を維持することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３０】
　（第１の実施形態）
　まず、図１～図５を参照しながら、本発明の第１の実施形態について、詳細に説明する
。
【００３１】
　図１は、本実施形態に係る駆動方法によって駆動される立体映像表示装置の断面図であ
る。図１に示すように、立体映像表示装置は、イメージ表示部１００と、イメージ表示部
１００の一面に対向配置されるパララックスバリア２００とを含む。
【００３２】
　イメージ表示部１００は、所定のパターンを有する、左眼用映像と右眼用映像とを表示
する。イメージ表示部１００に表示される左眼用映像と右眼用映像とのパターンは、互い
に異なる第１映像と第２映像とが所定の映像周波数を有しながら、反復表示されるもので
あって、時分割されて具現される。
【００３３】
　イメージ表示部１００は、今まで開発されてきた全ての表示装置で使用可能である。イ
メージ表示部１００は、例えば、イメージ表示部１００は、陰極線管（ＣＲＴ）、液晶表
示素子（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）、電界放出ディスプレイ（Ｆ
ＥＤ）、または有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）のうちのいずれか一つを用いるこができる
。
【００３４】
　パララックスバリア２００は、液晶表示素子が使用されて、形成される得る。具体的に
、パララックスバリア２００は、任意の間隔を間において配置される、第１基板１０及び
第２基板１２を含み、第１基板１０及び第２基板１２が互いに対向する各々の面には、第
１基板１０及び第２基板１２の間に配置される、液晶層２２を駆動させるための電極が形
成される。
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【００３５】
　本実施形態で第１基板１０及び第２基板１２は、一対の短辺と長辺とを有する長方形態
のガラス基板で形成される。
【００３６】
　また、液晶層２２を駆動させるための電極として、第１基板１０には、第１電極１４を
含む第１電極セット１４０及び第２電極１６を含む第２電極セット１６０が形成され、第
２基板１２には、共通電極１８が形成される。この場合、共通電極１８は、通電極（一体
の電極）からなることができる。
【００３７】
　このような第１電極１４、第２電極１６及び共通電極１８は、例えば、インジウムスズ
酸化物（ＩＴＯ）のような透明材質で構成できる。また、第１基板１０及び第２基板１２
の各々の外面には、一対の偏光板２４ａ、２４ｂが配置される。
【００３８】
　また、第１基板１０と第２基板１２とには、各々第１及び第２電極１４、１６と共通電
極１８とを覆う一対の配向膜２０ａ、２０ｂが、形成されることができる。
【００３９】
　以下では、図２を参照しながら、第１基板１０に形成される第１電極セット１４０及び
第２電極せっと１６０の具体的な構造について説明する。
【００４０】
　図２は、図１の立体映像表示装置が有する第１基板上に形成された、第１電極セット１
４０及び第２電極セット１６０の構造を示す平面図である。図２に示すように、第１電極
セット１４０は、第１基板１０の長辺に対応する方向（図２のＹ軸方向）に沿って延長形
成された複数の第１電極１４と、複数の第１電極１４を電気的に連結する第１連結電極１
４ａと、第１連結電極１４ａの一側で第１電極１４と平行な方向に沿って形成される第１
端子電極１４ｂと、第１端子電極１４ｂの端部に形成される第１連結端子１４ｃと、を含
む。
【００４１】
　第１電極１４は、帯状パターンに形成されると共に、各第１電極１４の間に、お互いに
任意の間隔をおいて、第１基板１０に平行配列される。
【００４２】
　また、第２電極セット１６０は、第１基板１０の長辺に対応する方向に沿って延長形成
された複数の第２電極１６と、複数の第２電極１６を電気的に連結する第２連結電極１６
ａと、第２連結電極１６ａの端部に形成される第２連結端子１６ｃと、を含む。
【００４３】
　第２電極１６は、第１基板１０の長辺に対応する方向に沿って、帯状パターンに形成さ
れると共に、第１電極１４の間に各々平行配列される。
【００４４】
　次に、図３Ａ及び図３Ｂを参照しながら、イメージ表示部のピクセル配列及び作動につ
いて説明する。図３Ａ及び図３Ｂは、それぞれ、本実施形態における第１期間（ｔ１）及
び第２期間（ｔ２）での、イメージ表示部のピクセル配列を示す概略図である。
【００４５】
　イメージ表示部１００には、イメージ表示部１００の縦方向（図３Ａ及び図３ＢのＹ軸
方向）に沿って延長形成されるサブピクセルからなる、第１ピクセル列３０及び第２ピク
セル列３２が、イメージ表示部１００の横方向（図３Ａ及び図３ＢのＸ軸方向）に沿って
、交互に反復配置される。
【００４６】
　図３Ａに示しすように、第１期間（ｔ１）には、第１ピクセル列３０が、左眼用映像信
号に対応して左眼用映像（ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ）を表示し、第２ピクセル列３２が、右眼用
映像信号に対応して右眼用映像（ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ）を表示する。このように、第１期間
（ｔ１）の間、イメージ表示部には第１映像が表示される。なお、第１映像は、上記左眼
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用映像と、上記右眼用映像とを含む。
【００４７】
　また、イメージ表示部１００が第１映像を表示する第１期間（ｔ１）には、第１端子電
極１４ｂ（図２参照）及び第１連結電極１４ａ（図２参照）を介して、第１連結端子１４
ｃ（図２参照）から第１電極１４（図２参照）に液晶駆動電圧が印加され、第２連結電極
１６ａ（図２参照）を介して、第２連結端子１６ｃ（図２参照）から第２電極１６（図２
参照）に基準電圧、例えば、接地電圧が印加される。また、共通電極１８には、基準電圧
が印加される。
【００４８】
　したがって、パララックスバリアがノーマリホワイト（normally　white）モードの液
晶表示素子である場合、液晶駆動電圧が印加される第１電極１４の形成部位は、光遮断部
となり、基準電圧が印加される第２電極１６の形成部位は、光透過部となる。
【００４９】
　また、パララックスバリアがノーマリブラックモードの液晶表示素子である場合、液晶
駆動電圧が印加される第１電極１４の形成部位は、光透過部となり、基準電圧が印加され
る第２電極１６の形成部位は、光遮断部となる。
【００５０】
　また、図３Ｂに示しすように、第２期間（ｔ２）には第１期間（ｔ１）とは反対に、第
１ピクセル列３０に、右眼用映像信号に対応して右眼用映像（ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ）を表示
し、第２ピクセル列３２には、左眼用映像信号に対応して左眼用映像（ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ
）を表示する。このように、第２期間（ｔ２）の間、イメージ表示部には第２映像が表示
される。なお、第２映像は、上記右眼眼用映像と、上記左眼用映像とを含む。
【００５１】
　また、イメージ表示部が第２映像を表示する第２期間（ｔ２）には、第１端子電極１４
ｂ及び第１連結電極１４ａを介して、第１連結端子１４ｃから第１電極１４（図２参照）
に基準電圧が印加され、第２連結電極１６ａを介して、第２連結端子１６ｃから第２電極
１６に液晶駆動電圧が印加される。また、共通電極１８には基準電圧が印加される。
【００５２】
　したがって、パララックスバリアがノーマリホワイトモードの液晶表示素子である場合
、液晶駆動電圧が印加される第２電極１６の形成部位は、光遮断部となり、基準電圧が印
加される第１電極１４の形成部位は、光透過部となる。
【００５３】
　また、パララックスバリアがノーマリブラックモードの液晶表示素子である場合、液晶
駆動電圧が印加される第２電極１６の形成部位は、光透過部となり、基準電圧が印加され
る第１電極１４の形成部位は、光遮断部となる。
【００５４】
　このような立体映像表示装置の駆動により、使用者の左眼には、第１期間（ｔ１）の間
、第１ピクセル列３０のイメージが提供され、第２期間（ｔ２）の間、第２ピクセル列３
２のイメージが提供される。
【００５５】
　また、使用者の右眼には、これとは反対に第１期間（ｔ１）の間、第２ピクセル列３２
のイメージが提供され、第２期間（ｔ２）の間、第１ピクセル列３０のイメージを見るよ
うになる。したがって、使用者は、２次元映像と同一な解像度を有する立体映像を見るこ
とができる。
【００５６】
　この場合、使用者に自然な立体映像を提供するためには、第１期間（ｔ１）と第２期間
（ｔ２）との間で互いに反対に形成される光遮断部または光透過部のパターンにおいて、
第１期間（ｔ１）に形成される光遮断部と第２期間（ｔ２）に形成される光遮断部とは、
互いに同一な光透過度を維持しなければならず、同様に、第１期間（ｔ１）に形成される
光透過部と、第２期間（ｔ２）に形成される光透過部と、は互いに同一な光透過度を維持
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しなければならない。
【００５７】
　これのために、第１期間（ｔ１）の間に第１電極１４に印加される電圧と、第２期間（
ｔ２）の間第２電極１６に印加される電圧との大きさは、互いに同一でなければならない
。
【００５８】
　しかし、図２のように、第１連結端子１４ｃから第１電極１４に達する経路と、第２連
結端子１６ｃから第２電極１６に達する経路とには、差がある。
【００５９】
　つまり、第１連結端子１４ｃと第２連結端子１６ｃとに、同一な電圧が印加されると仮
定すれば、第１電極１４には、第１端子電極１４ｂを経て第１連結電極１４ａまで到達す
る過程で、第１端子電極１４ｂの抵抗による電圧降下が発生して、第２電極１６に比べて
実質的に低い電圧が印加される。
【００６０】
　したがって、本実施形態では、第１連結端子１４ｃと第２連結端子１６ｃとに互いに異
なる大きさを有する電圧を印加する。以下では、図４を参照して、当該異なる大きさ有す
る電圧について、図４を参照して詳細に説明する。
【００６１】
　図４は、パララックスバリアの駆動時、第１連結端子１４ｃ及び第２連結端子１６ｃに
印加される電圧を概略的に示したグラフである。
【００６２】
　前述のように、第１期間（ｔ１）で、第１電極セット１４０（図２参照）に含まれる第
１連結端子１４ｃ（図２参照）には第１液晶駆動電圧（Ｖ１）を印加し、第２電極セット
１６０（図２参照）に含まれる第２連結端子１６ｃ（図２参照）には基準電圧を印加する
。また、第２期間（ｔ２）には、第１連結端子１４ｃには基準電圧を印加し、第２連結端
子１６ｃには第２液晶駆動電圧（Ｖ２）を印加する。
【００６３】
  このとき、第１期間（ｔ１）の間、第１連結端子１４ｃに印加される第１液晶駆動電圧
（Ｖ１）は、第２期間（ｔ２）の間、第２連結端子１６ｃに印加される第２液晶駆動電圧
（Ｖ２）より大きい値を有する。
【００６４】
　ただし、本実施形態で第１液晶駆動電圧（Ｖ１）の大きさが、第２液晶駆動電圧（Ｖ２
）の大きさの１.５倍未満である場合には、電圧降下による輝度の差を減らすことが難し
い。
【００６５】
　また、本実施形態で、第１液晶駆動電圧（Ｖ１）の大きさが第２液晶駆動電圧（Ｖ２）
の大きさの２倍を超える場合、第１端子電極１４ｂによる電圧降下を考慮しても、第１電
極１４に、第２電極１６に印加される電圧よりさらに大きい電圧が印加されるため、第１
電極１４の形成部位の輝度が、第２電極１６の形成部位の輝度より大きくなる恐れがある
。
【００６６】
　したがって、第１連結端子１４ｃに印加される第１液晶駆動電圧（Ｖ１）の大きさは、
第２連結端子１６ｃに印加される第２液晶駆動電圧（Ｖ２）の大きさの１.５倍～２倍に
することができる。
【００６７】
　しかし、本発明は、本実施形態で提示する上記の電圧比に限定されるわけではなく、電
圧比は、電極の構造及び駆動条件によって変更できる。
【００６８】
　このような駆動方法により、第１端子電極１４ｂの抵抗による電圧降下によって発生す
る、第１電極１４に印加される電圧と、第２電極１６に印加される電圧との差は、補償さ
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れる。よって、各電極が位置する部位でのパララックスバリアの透過輝度の差を減らすこ
とができる。
【００６９】
　以下で、表１及び図５を参照しながら、本実施形態の効果について説明する。表１は、
及び図５は、本実施形態への効果を測定した実験結果（印加電圧による透過輝度の変化）
を示す測定結果表及びグラフである。本実験では、ノーマリホワイトモードの液晶表示素
子を製作し、各電極の印加電圧変化による透過輝度を測定した。図５の縦軸は、透過輝度
を表し、横軸は、電圧を表す。上記測定は、第１連結端子１４ａと第２１６ａとに、電圧
を２Ｖ～１０Ｖの範囲で印加し、それぞれの光遮断部での透過輝度を測定したものであり
、同実験を２回行った結果を示している。
【００７０】
　表１及び図５に示すように、第１連結端子１４ａと、第２連結端子１６ａと、に同一な
電圧を印加する場合、第１電極１４の形成部位の透過輝度は、第２電極１６の形成部位の
透過輝度より高くなる。
【００７１】
　つまり、ノーマリホワイトモードの液晶表示素子で、第１電極に、電圧降下によって第
２電極より低い電圧が印加されて、光遮断部の遮断度が低くなることにより、第１電極が
形成された部位で、相対的に透過輝度が高くなる。
【００７２】
　しかし、第２連結端子に５Ｖの電圧を印加し、第１連結端子に５Ｖの電圧より高い８.
５Ｖの電圧を印加した場合、第１電極と第２電極とが形成された部位でパララックスバリ
アは、互いに同一な透過輝度を示す。
【００７３】
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【表１】

【００７４】
　（第２の実施形態）
　次に、図６～図９を参照して、本発明の第２の実施形態について、詳細に説明する。図
６は、本実施形態に係る駆動方法によって、駆動される立体映像表示装置を示す断面図で
ある。本実施形態の立体映像表示装置は、使用者の選択に応じてイメージ表示部及びパラ
ラックスバリアを回転させることにより、ポートレート（portrait）型の第１モードまた
はランドスケープ（landscape）型の第２モードへの変換が、可能であるように構成され
る。
【００７５】
　図６に示すように、立体映像表示装置は、イメージ表示部３００と、イメージ表示部３
００の一面に対向配置されるパララックスバリア４００と、を含む。
【００７６】
　本実施形態でパララックスバリア４００は、任意の間隔をおいて配置される第１基板４
０及び第２基板４２を含む。また、第１基板４０と第２基板４２との間には、液晶層５２
が配置される。そして、第１基板４０と第２基板４２とが互いに対向する各々の面には、
液晶層５２を駆動させるための電極が配置される。当該電極として、第１基板４０には、
第１電極４４を含む第１電極セット４４０と、第２電極４６を含む第２電極セット４６０
とが形成され、第２基板１２に第３電極４８を含む第３電極セット４８０と、第４電極４
９（図６中に図示せず）を含む第４電極セット４９０とが形成される。
【００７７】
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　本実施形態における立体映像表示装置の残りの構成は、前述の第１実施形態の構成と同
一であるので詳細な説明を省略する。よって、以下では、第２基板４２に形成された電極
の構造について説明する。ただし、第１実施形態の配向膜２０ａ、２０ｂと、偏光板２４
ａ、２４ｂとは、それぞれ、本実施形態で、配向膜５０ａ、５０ｂと、偏光板５４ａ、５
４ｂとする（図６参照）。
【００７８】
　図７Ａと図７Ｂとは、第２基板４２に形成された、第３電極セット４８０及び第４電極
セット４９０の構造を示したものである。また、図７Ａは、第２実施形態におけるポート
レート型の第１モードの状態を、図７Ｂは、ランドスケープ型の第２モードの状態を示し
ている。
【００７９】
　第３電極セット４８０は、第２基板４２の短辺に対応する方向（図７ＡのＸ軸方向）に
沿って延長形成された複数の第３電極４８と、複数の第３電極４８を電気的に連結する第
３連結電極４８ａと、第３連結電極４８ａの端部に形成される第３連結端子４８ｃと、を
含む。
【００８０】
　第３電極４８は、帯状パターンに形成されると共に、各第３電極４８の間に、お互いに
任意の間隔をおいて、第１基板１０に平行配列される。
【００８１】
　また、第４電極セット４９０は、第２基板４２の短辺（図７ＡのＸ軸方向）に対応する
方向に沿って延長形成された複数の第４電極４９と、複数の第４電極４９を電気的に連結
する第４連結電極４９ａと、第４連結電極４９ａの一側で第４電極４９と平行な方向に沿
って形成される第４端子電極４９ｂと、第４端子電極４９ｂの端部に形成される第４連結
端子４９ｃと、を含む。
【００８２】
　第４電極４９は、第２基板４２の短辺（図７ＡのＸ軸方向）に対応する方向に沿って、
帯状パターンに形成されると共に、第３電極４８の間に各々平行配列される。
【００８３】
　次に、本実施形態におけるイメージ表示部のピクセル配列及び作動について説明する。
上記のように、本発明の第２実施形態による立体映像表示装置は、ポートレート型の第１
モードとランドスケープの第２モードとへの変換が可能である。
【００８４】
　ただし、ポートレート型の第１モードでのイメージ表示部のピクセル配列及び作動は、
前述の第１実施形態でのピクセル配列及び作動と同一であるのでその説明を省略し、以下
では、ランドスケープ型の第２モードでのイメージ表示部のピクセル配列及び作動につい
て説明する。
【００８５】
　また、図示していないが、ポートレート型の第１モードで、第１基板に形成される第３
電極４８及び第４電極４９には、全て基準電圧が印加される。すなわち、第３電極４８及
び第４電極４９は、上記の第１実施形態の共通電極と同一な役割を果たす。
【００８６】
　図８Ａ及び図８Ｂは、それぞれ、各々第２実施形態の第２モードにおける第１期間（ｔ
１）及び第２期間（ｔ２）の間のイメージ表示部のピクセル配列を示す。
【００８７】
　イメージ表示部３００には、イメージ表示部３００の縦方向（図８Ａ及び図８ＢのＹ軸
方向）に沿って延長形成されるサブピクセルからなる、第１ピクセル行６０及び第２ピク
セル行６２が、イメージ表示部３００の横方向（図８Ａ及び図８ＢのＸ軸方向）に沿って
交互に反復配置される。
【００８８】
　図８Ａに示すように、第１期間（ｔ１）には、第１ピクセル行６０は、左眼用映像信号
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に対応して左眼用映像（ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ）を表示し、第２ピクセル行６２は、右眼用映
像信号に対応して右眼用映像（ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ）を表示する。このように、第１期間（
ｔ１）の間、イメージ表示部には第３映像が表示される。なお、第３映像は、上記左眼用
映像と、上記右眼用映像とを含む。
【００８９】
　また、イメージ表示部３００が第３映像を表示する第１期間（ｔ１）には、第３連結電
極４８ａ（図７Ａ参照）を介して、第３連結端子４８ｃ（図７Ａ参照）から第３電極４８
（図７Ａ参照）に液晶駆動電圧が印加され、第４端子電極４９ｂ（図７Ａ参照）及び第４
連結電極４９ａ（図７Ａ参照）を介して、第４連結端子４９ｃ（図７Ａ参照）から第４電
極４９（図７Ａ参照）に基準電圧、例えば、接地電圧が印加される。
【００９０】
　また、図示してはいないが、第２モードで、第１基板に形成される第１電極４４及び第
２電極４６には、全て基準電圧が印加される。すなわち、第１電極４４及び第２電極４６
は、上記の第１実施形態の共通電極と同一な役割を果たす。
【００９１】
　したがって、パララックスバリアがノーマリホワイトモードの液晶表示素子である場合
、液晶駆動電圧が印加される第３電極４８の形成部位は光遮断部となり、基準電圧が印加
される第４電極４９の形成部位は光透過部となる。
【００９２】
　また、パララックスバリアがノーマリブラックモードの液晶表示素子である場合、液晶
駆動電圧が印加される第３電極４８の形成部位は光透過部となり、基準電圧が印加される
第４電極４９の形成部位は光遮断部となる。
【００９３】
　また、図８Ｂに示したように、第２期間（ｔ２）には第１期間（ｔ１）とは反対に、第
１ピクセル行６０に右眼用映像信号に対応して右眼用映像（ＲＲ、ＲＧ、ＲＢ）を表示し
、第２ピクセル行６２には左眼用映像信号に対応して左眼用映像（ＬＲ、ＬＧ、ＬＢ）を
表示する。このように第２期間（ｔ２）の間、イメージ表示部には第４映像が表示される
。なお、第４映像は、上記右眼用映像と、上記左眼用映像とを含む。
【００９４】
　イメージ表示部が、第４映像を表示する第２期間（ｔ２）には、第３連結電極４８ａを
介して、第３連結端子４８ｃから第３電極４８に基準電圧が印加され、第４端子電極４９
ｂ及び第４連結電極４９ａを介して、第４連結端子４９ｃから第４電極４９に液晶駆動電
圧が印加される。
【００９５】
　また、上記の第１期間（ｔ１）の場合と同様に、第１電極４０及び第２電極４２には全
て基準電圧が印加されて、上記共通電極と同様の役割を果たす。
【００９６】
　したがって、パララックスバリアがノーマリホワイトモードの液晶表示素子である場合
、液晶駆動電圧が印加される第４電極４９の形成部位は光遮断部となり、基準電圧が印加
される第３電極４８の形成部位は光透過部となる。
【００９７】
　また、パララックスバリアがノーマリブラックモードの液晶表示素子である場合、液晶
駆動電圧が印加される第４電極４９の形成部位は光透過部となり、基準電圧が印加される
第３電極４８の形成部位は光遮断部となる。
【００９８】
　このような立体映像表示装置の駆動により、使用者の左眼には、第１期間（ｔ１）の間
で第１ピクセル行６０のイメージが提供され、第２期間（ｔ２）の間で第２ピクセル行６
２のイメージが提供される。
【００９９】
　また、使用者の右眼には、これとは反対に、第１期間（ｔ１）の間で第２ピクセル行６
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２のイメージが提供され、第２期間（ｔ２）の間で第１ピクセル行６０のイメージが提供
される。したがって、使用者は、２次元映像と同一な解像度を有する立体映像を見ること
ができる。
【０１００】
　この場合、使用者に自然な立体映像を提供するためには、第１期間（ｔ１）と第２期間
（ｔ２）との間、互いに反対に形成される光遮断部または光透過部のパターンにおいて、
第１期間（ｔ１）に形成される光遮断部と、第２期間（ｔ２）に形成される光遮断部とは
、互いに同一な光透過度を維持しなければならず、同様に、第１期間（ｔ１）に形成され
る光透過部と、第２期間（ｔ２）に形成される光透過部とは、互いに同一な光透過度を維
持しなければならない。
【０１０１】
　このために、第１期間（ｔ１）の間に第３電極４８に印加される電圧と、第２期間（ｔ
２）の間に第４電極４９に印加される電圧との大きさは、同一でなければならない。
【０１０２】
　しかし、図７Ａのように、第３連結端子４８ｃから第３電極４８に達する経路と、第４
連結端子４９ｃから第４電極４９に達する経路には、差がある。
【０１０３】
　つまり、第３連結端子４８ｃと第４連結端子４９ｃとに、同一な電圧を印加すると仮定
すれば、第４電極４９には、第４端子電極４９ｂを経て第４連結電極４９ａまで到達する
過程で、第４端子電極４９ｂの抵抗による電圧降下が発生して、第３電極４８に比べて実
質的に低い電圧が印加される。
【０１０４】
　したがって、本実施形態では、第３連結端子４８ｃと第４連結端子４９ｃとに互いに異
なる大きさを有する電圧を印加する。以下では、図９を参照して、当該異なる大きさ有す
る電圧について、図９を参照して詳細に説明する。
【０１０５】
　図９は、パララックスバリアの駆動時、第３連結端子４８ｃ及び第４連結端子４９ｃに
印加される電圧を概略的に示したグラフである。
【０１０６】
　前述のように、第１期間（ｔ１）には、第３連結端子４８ｃ（図７Ａ参照）に第３液晶
駆動電圧（Ｖ３）を印加し、第４連結端子４９ｃ（図７Ａ参照）に基準電圧を印加する。
【０１０７】
　また、第２期間（ｔ２）には、第３連結端子４８ｃに基準電圧を印加し、第４連結端子
４９ｃに第４液晶駆動電圧（Ｖ４）を印加する。
【０１０８】
　この時、第２期間（ｔ２）の間、第４連結端子４９ｃに印加される第４液晶駆動電圧（
Ｖ４）は、第１期間（ｔ１）の間、第３連結端子４８ｃに印加される第３液晶駆動電圧（
Ｖ３）より大きい値を有する。
【０１０９】
　ただし、本実施形態で第４液晶駆動電圧（Ｖ４）の大きさが、第３液晶駆動電圧（Ｖ３
）の大きさの１.５倍未満である場合には、電圧降下による輝度の差を減らすのが難しい
。
【０１１０】
　また、本実施形態で、第４液晶駆動電圧（Ｖ４）の大きさが第３液晶駆動電圧（Ｖ３）
の大きさの２倍を超える場合、第４端子電極４９ｂによる電圧降下を考慮しても、第４電
極４９に、第３電極４８に印加される電圧よりさらに大きい電圧が印加されるため、第４
電極４９の形成部位の輝度が、第３電極４８の形成部位の輝度より大きくなる恐れがある
。
【０１１１】
　したがって、第４連結端子４９ｃに印加される第４液晶駆動電圧（Ｖ４）の大きさは、



(16) JP 4949755 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

第３連結端子４８ｃに印加される液晶駆動電圧（Ｖ３）の大きさの１.５倍～２倍にする
ことができる。
【０１１２】
　しかし、本発明は、本実施形態で提示する上記の電圧比に限定されるわけではなく、電
圧比は、電極の構造及び駆動条件によって変更できる。
【０１１３】
　このような駆動方法により、ランドスケープ型の第２モードで、第４端子電極４９ｂの
抵抗による電圧降下によって発生する、第３電極４８に印加される電圧と第４電極４９に
印加される電圧との差は、補償される。よって、各電極が位置する部位でのパララックス
バリアの透過輝度の差を減少することができる。
【０１１４】
　以上説明したように、本発明の第１及び第２実施形態に係る立体映像表示装置の駆動方
法によれば、パララックスバリア２００、４００の各電極に、互いに異なる電圧を印加す
ることにより、各電極で起こる互いに異なる大きさの電圧降下を補償することができる。
よって、各電極に対応する部位で、実質的に同一な光透過度を維持することができる。し
たがって、時分割方式を使用して高解像度の立体映像を鑑賞でき、電極の経路の差による
電圧降下による立体映像画質の低下を防止することができる。
【０１１５】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【０１１６】
　本発明は、立体映像表示装置の駆動方法に適用可能であり、特にパララックスバリア（
prallax　barrier）を使用するオートステレオスコープ（autostereoscopy）方式の立体
映像表示装置の駆動方法に、適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１１７】
【図１】本発明の第１実施形態に係る駆動方法によって駆動される立体映像表示装置を示
す断面図である。
【図２】図１の立体映像表示装置が有する第１基板上に形成された電極の構造を示す平面
図である。
【図３Ａ】同実施形態に係る第１期間（ｔ１）での、イメージ表示部のピクセル配列を示
す概略図である。
【図３Ｂ】同実施形態に係る第２期間（ｔ２）での、イメージ表示部のピクセル配列を示
す概略図である。
【図４】同実施形態に係る第１連結端子及び第２連結端子に印加される電圧を示すグラフ
である。
【図５】同実施形態に係る印加電圧による透過輝度の変化を示すグラフである。
【図６】本発明の第２実施形態に係る駆動方法によって駆動される立体映像表示装置を示
す断面図である。
【図７Ａ】図６の立体映像表示装置が有する第２基板上に形成された電極の第１モードで
の構造を示す平面図である。
【図７Ｂ】図６の立体映像表示装置が有する第２基板上に形成された電極の第２モードで
の構造を示す平面図である。
【図８Ａ】同実施形態に係る第２モードにおける第１期間（ｔ１）でのイメージ表示部の
ピクセル配列を示す概略図である。
【図８Ｂ】同実施形態に係る第２モードにおける第２期間（ｔ２）でのイメージ表示部の
ピクセル配列を示す概略図である。
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【図９】同実施形態に係る第３連結端子及び第４連結端子に印加される電圧を示すグラフ
である。
【符号の説明】
【０１１８】
　１０、４０　　第１基板
　１２、４２　　第２基板
　１４、４４　　第１電極
　１４ａ　　第１連結電極
　１４ｂ　　第１端子電極
　１４ｃ　　第１連結端子
　１６、４６　　第２電極
　１６ａ　　第２連結電極
　１６ｃ　　第２連結端子
　１８　　共通電極
　２０ａ、２０ｂ、５０ａ、５０ｂ　　配向膜
　２２、５２　　液晶層
　２４ａ、２４ｂ、５４ａ、５４ｂ　　偏光板
　３０　　第１ピクセル列
　３２　　第２ピクセル列
　４８　　第３電極
　４８ａ　　第３連結電極
　４８ｃ　　第３連結端子
　４９　　第４電極
　４９ａ　　第４連結電極
　４９ｂ　　第４端子電極
　４９ｃ　　第４連結端子
　６０　　第１ピクセル行
　６２　　第２ピクセル行
　１００、３００　　イメージ表示部
　１４０　　第１電極セット
　１６０　　第２電極セット
　２００、４００　　パララックスバリア
　４８０　　第３電極セット
　４９０　　第４電極セット
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（V1）施加到第二电极组160。提供一种3D图像显示装置的驱动方法，
其特征在于，施加具有与V1不同的幅度的第二液晶驱动电压（V2）。 
[选图]图4


